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近江うし丸

決算審査の意見
決算内容については、ほぼ適正に運営されていると見受けました。しかし、財政構造の弾力性を判断する
指標である経常収支比率が近年連続して大幅に悪化しています。今年度の悪化の主な要因は、歳出経費
の増加もありますが、法人町民税の大きな減収に伴う町税収入総額の大きな減少によるものと言えます。

経
常
収
支
比
率
っ
て
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毎
年
度
経
常
的
に
収
入
さ
れ

る
一
般
財
源
が
経
常
的
経
費
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人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費

な
ど
）
に
ど
の
程
度
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さ
れ

て
い
る
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も
の
で
す
。
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で
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歳 入
6,483,175千円

入ったお金

歳 出
6,223,997千円

使ったお金

歳 出
6,223,997千円

使ったお金

分担金及び負担金1.2%
使用料及び手数料 0.5%

地方交付税 1.8% 地方譲与税 0.8%
地方特例交付金 0.1%

寄 付 金 1.5%
財産収入 0.2%

町税
44.5%

総務費
16.2%

民生費
23.3%

衛生費
6.7%

繰入金
9.7%

繰越金
6.9%

諸収入
8.1% 土木費

19.7%

教育費
10.2%

公債費
7.8%

町債 3.8% 消防費 4.7%

県支出金
6.0%

国庫支出金
9.8%

交付金
5.1%

労働費0.2%
農林水産業費 5.6%商工費 1.0%

諸支出金 2.1%
災害復旧費 1.3% 議会費 1.2%
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近江うし丸
れ費費れ。未い（年度）

～こんなことにもお金が使われました～

竜王消防出張所の土地造成
総務費 3,251 万円
防災拠点施設（水防備蓄倉庫など）の整備
消防費 4,921 万円

篠原駅および駅周辺の整備
総務費 3,830 万円
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　第３回定例会は９月２日から27日までの26日間の会期で開かれました。今回の定
例会では、人事案件、町条例の一部改正、一般・特別会計補正予算、平成27年度一般・特
別会計決算認定などを審議し、請願１件を除き原案のとおり可決・認定等しました。

おもな使いみち
〈一般会計〉

Q
基
金
の
中
で
、
財
政
調
整

基
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、
減
債
基
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共
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設
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持
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策
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減
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は
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整
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し
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収
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人
町
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町
債
の
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還
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た
め
で
す
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災
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購
入
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め
に
取
り

崩
し
た
も
の
で
す
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Q
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会
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付
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。
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赤
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で

あ
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岡
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が
減
っ
て
い

る
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何
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八
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利
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っ
て
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る
こ
と
か
ら

補
助
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が
増
え
ま
し
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。

ま
た
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利
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少
な
い
時
間
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の
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便

と
利
用
状
況
の
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に
よ
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運
送
収
入
の
増
加
に
よ

り
補
助
金
が
減
り
ま
し
た
。
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徹
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・小・中学校管理運営費
6,006万円

・幼稚園管理運営費
1,708万円

・給食センター費
6,306万円

・後期高齢者医療費
1億3,714万円

・福祉医療費助成事業
8,357万円

・保育所運営費
2億688万円

 ・ ・ふるさと納税推進費
5,035万円

  ・道の駅管理事業
1,041万円

・情報系システム開発・管理事業
1,229万円

・経営体育成支援事業
659万円

・多面的機能支払事業
4,733万円

・農林公園施設管理事業
4,670万円

・借金返済
4億8,410万円

・基金積立金
1億2,983万円

・ごみ収集事業
4,132万円

・中部清掃組合負担金
1億868万円

・布引ライフ組合負担金
5,230万円

・消防団運営事業
2,082万円

・東近江行政組合消防負担金
1億6,327万円

・防災資機材整備事業
408万円

・道路橋梁維持管理費
1,893万円

・道路橋梁整備事業
8,762万円

・総合運動公園管理運営事業
6,548万円

町民1人当たり 約50万円 H28.3.31現在
人口12,432人

から27日までの26日間の会期で開かれました 今回の定

民生費 総務費 農林水産業費 公債費

諸支出金

土木費教育費 衛生費 消防費

平成27年度

一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
設
置
さ
れ
た
特
別
委
員

会
で
、
多
く
の
質
疑
応
答
が
さ
れ
慎

重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

入
学
式
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・入ったお金 12億8,916万円
・使ったお金 12億4,553万円
・差　　　引 4,362万円

（
事
業
勘
定
）

（
施
設
勘
定
）

国民健康保険事業
・入ったお金 6,446万円
・使ったお金 5,709万円
・差　　　引 737万円

・入ったお金 6,146万円
・使ったお金 6,101万円
・差　　　引 45万円

学校給食

・入ったお金 6億7,625万円
・使ったお金 6億6,847万円
・差　　　引 778万円

下水道事業
・入ったお金 8億3,372万円
・使ったお金 8億1,050万円
・差　　　引 2,322万円

介護保険
・入ったお金 8,802万円
・使ったお金 8,758万円
・差　　　引 44万円

後期高齢者医療

Q
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は

収
納
率
１
０
０
％
で
あ
る
が
、

納
め
忘
れ
な
ど
が
あ
る
場
合
、

戸
別
訪
問
で
対
応
し
て
い
る

の
か
。

A
戸
別
訪
問
に
よ
り
滞
納
整
理

を
し
て
、
収
納
率
１
０
０
％

に
し
て
い
ま
す
。

Q
国
保
事
業
勘
定
の
財
政
調
整

基
金
が
9
千
万
円
ほ
ど
あ
る

が
、
今
後
こ
の
基
金
を
ど
の

様
に
利
用
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
の
か
。

A
現
在
は
、
こ
れ
と
い
う
目
的

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
30

年
度
の
国
保
の
制
度
改
正
に

よ
り
、
県
へ
の
納
付
金
が
不

足
し
た
場
合
に
基
金
で
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
が
、
詳
細
は

検
討
中
で
す
。

Q
認
知
症
の
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
へ
の

参
加
人
数
は
増
え
て
い
る
が
、

そ
の
後
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
の
活
動
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
か
。

A
平
成
17
年
度
か
ら
認
知
症
の
啓

発
を
し
て
い
ま
す
が
、
先
ず

は
認
知
症
を
正
し
く
知
っ
て

も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
が
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。
認
知
症
を

知
る
こ
と
に
よ
り
見
守
り
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
認
知
症

を
正
し
く
知
る
こ
と
を
重
点

と
し
て
い
る
の
で
、
活
動
ま

で
に
至
っ
て
な
い
現
状
も
あ

り
ま
す
。

な
ぜ
？
ど
う
し
て
？
徹
底
追
究

・収　　　入 3億4,492万円
・支　　　出 3億3,283万円
・差　　　引 1,209万円

水道事業会計

・収　　　入 9,664万円
・支　　　出 1億8,058万円
・差　　　引 ▲8,394万円

収益的収支（水道料金などの収支） 資本的収支（施設建設などの収支）

5,342万1千円を増額、総額は63億1,850万2千円に。
＊過年度に納付された町税の過納分の還付のための増額　750万円
＊鏡地区揚水機場の水中ポンプの老朽化による更新のための増額　410万円
＊国道477号線の歩道拡幅工事に伴う増額　3,011万円
＊竜王小学校の給水設備の故障による改修のための増額　341万円　など

収収収収収収収収収収収収

副
町
長
に

杼と
ち

木き

栄え
い

司し

氏
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教育民生常任委員会
健康長寿県　長野県《須坂市・松川村》へ視察研修

竜王町社会福祉協議会の取り組み

問  日常生活自立支援事業で、利用者の金銭管理をされてい
るが、注意点は何か。

答  重要物品のリストを双方が持ち、金融機関の貸金庫で保
管している。
 現在の社会福祉協議会事務所は、町福祉ステーション
2階にあり、住民から見えないので、今後、住民が気
軽に出入りができる場所を検討してほしい。

須坂市　介護認定率が長年低い
(長野県内19市の中で最も低い)

・「保健補導員」発祥の地
・ 介護予防サポーターの活動で、健康づくり、
介護予防、生きがいづくりに貢献

・健康長寿発信都市
・ 「須坂エクササイズ」体操ユニットによる出前
講座

松川村　男性平均寿命
　　　　　　　日本一(平成25年) の村

・ 保健補導員や食生活改善推進協議会による長
年の住民活動が村の健康長寿を支えている。
・健康長寿の要因（長野県）
① 高い野菜摂取量
② 低い肥満者の割合
③ 高い高齢者就業率
④ 盛んな公民館活動

保健補導員とは
　地域住民自ら、健康課題解決のために学習を重ね、
家庭や地域で健康増進活動を実践。
　昭和20年、旧高

たか

甫
ほ

村で誕生し、須坂市全域で発足、
県下に広がる。

　竜王町における地域福祉推進の中
心的な担い手であり、住民主体の
「福祉のまちづくり」を推進してい
く公共性の高い民間の社会福祉団体

●事務局(所)： 竜王町福祉
　　　　　　　ステーション2F
●主な事業、活動
・福祉委員会活動の支援
・心配ごと相談所
・介護保険事業
・ボランティア活動の支援
・ふれあいプラザでの活動
・福祉の啓発
・共同募金活動
・各福祉団体との連携など

●竜王町福祉課と連携
・町受託事業の実施

常任・特別委員会の活動

介護認定率 男性
平均寿命14%

須坂市
82.2歳（H25年）
松川村

80.5歳（H22年）
竜王町

17%
竜王町

須坂エクササイズ（須坂市パンフレットより）

ふれあいプラザで実施されている「生涯現役事業」の一例
（竜王町社会福祉協議会パンフレットより）
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地域活性化特別委員会

総務産業建設常任委員会

防災の備蓄は

滋賀竜王工業団地の
進捗状況は

請 願

(株)雪国まいたけ は

問  実際の備蓄量(食)は2,700食で、達成率
は17.6％と県下で一番低いが。

答  徐々に計画的に確実な備蓄をしていき
たい。

問  土のう用のトン袋はいくつあり、その
砂はどこにあるのか。

答  トン袋は100袋、砂は防災センター駐
車場に若干あるが、これに対応する土
砂はない。事前に建設工業会にお願い
をしていくしかない。

備蓄計画は
・備蓄目標の算定根拠となる避難者数
　1,252世帯　3,056人　(風水害時避難者数)
・備蓄目標量
　３日分(５食)　15,280食

・造成関連事業などは、平成28年度中に完了予定。
・ びわ湖環境ビジネスメッセ、東京でのびわこ立地フ
ォーラムなどにも参加し、さらなる誘致活動を行う。

TPP協定は
・ 「TPP協定を国会で批准しないことを求め
る請願」を審査

→ ３月国会においてTPP対策27年度補正予
算事業(総額3,122億円)も採択され、竜王
町でもその補助金をもとに事業を推進して
いるものもあるので、請願内容を慎重審査
の結果、賛成少数で不採択と決定した。

・ パッケージセンターを除いた用地の
有効活用については、現在、進出予
定であった企業が辞退し、進んでい
ない。

問  現時点で残っている工事は。

答  調整池のフェンス工事です。来年は、防災施
設の備蓄倉庫、舗装工事などを計画している。

フェンス工事が予定されている１号調整池

埋蔵文化財調査中の工事予定地

備蓄倉庫（町防災センター）
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ファミリーサポートって？
　子育てでなにか困った時、手助けして欲
しい人(依頼会員)と手助けできる人(援助
会員)とが会員となり、地域の中で、子育
てを支えあう有償ボランティア活動です。

人口減少対策特別委員会

議会広報特別委員会

　人口増加率10.5％

   山梨県昭和町へ視察研修

議会広報で視察を受け入れ

竜王町の子育て支援は

・子どもを産みやすい(育てやすい)環境づくり
おまご講座(祖父母のための育児教室)
愛育会（住民組織活動）による赤ちゃん訪問事業

・子育て支援の３つの柱
①大胆な保育料の軽減と多彩な民間７保育園
② 各小学校に隣接する児童館と「待機児童０」
を目指す放課後児童クラブ

③10年目を迎えたファミリーサポート事業

・こどもひろば、年齢別子育て教室の状況
・地域のサロン事業
・町健康推進協議会の活動

問  シルバー人材センターで、一時預
かりはできるか。

答  ファミリーサポート事業が実施でき
ないか調整中です。

問  社会福祉施策は人口減少対策とは
切り離せないと思うが、町の今後
の進め方は。

答  竜王町にとどまって、住み続けても
らえる環境を整えていく。

上の子が熱。
赤ちゃんを病院へ

連れて行きたくない。

誰か見ていてほしい。

ちょっと出かける間、

子どもを預かってほしい。

「ファミリーサポートしょうわ」パンフレットより

親子で楽しむ子育て教室「わくわくひろば」（２歳児）

視察研修の受け入れ

・ 4月から10月までの間に、他議会からの広報
編集についての視察研修を受け入れました。

　　福岡県柳川市議会 ( 4月20日 )
　　愛知県東郷町議会 ( 7月20日 )
　　岡山県浅口市議会 ( 8月 1日 )
　　山梨県町村議会　 ( 8月25日 )
　　三重県川越町議会 (10月 5日 )

編集の手法、これからの課題など
活発な意見交換を行いました！
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９月定例会では11議員が
 28問の一般質問を行いました。
９月定例会では11議員ががががが

町政
　 ここを う！

そうだ、傍聴に行ってみよう!
次回の一般質問12月20日火予定
議会事務局  ☎ ●有 58-3713 近江うし丸

一般質問って？
町の行政全般について
議員が町長をはじめとして
担当部局に疑問点を質したり、
見解などを尋ねたりするもので、
毎定例会で行われるよ

し丸し丸

ページ 質 問 者 質　　問　　事　　項

9 山田　義明 ふるさと交竜寄附金制度のさらなる充実を
新町長の方針と町財政の健全化に向けた取り組みは

10 松浦　　博 祖父川左岸の高台造成による水害への影響は
前町長の町政からの継承は

11 古株　克彦 子どもの医療費助成制度の拡充は
住民福祉充実施策の町長の考えは

12 森山　敏夫 目標人口到達のための具体的施策は
土砂災害に対する備えと対策は万全か

13 内山　英作

地域自治コミュニティの再生を
民生委員児童委員協力員の設置は
日野川堤防は大丈夫か
健康でまちづくりを
新幹線「京都～米原」間に新駅を

14 貴多　正幸 公共施設の今後は
町有地の有効活用は

15 若井　猛志

農業の六次産業化・農業委員会法改正は
介護保険総合事業で何が変わったのか
国保税の引き下げを
子どもの医療費を中学卒業まで無料化することにつ
いて

16 小西　久次

町長の所信表明について問う
災害時避難所の耐震強化は
交通弱者対策は
学校施設の管理は

17 森島　芳男 IBMグラウンド跡地の状況は
滋賀竜王工業団地の企業誘致は

18 岡山　富男
若者定住、子育てしやすい住宅整備を
通学バス業務委託料の値上がりは
今後の地元企業の育成は

19 菱田　三男 新町政の具体的な取り組み方は
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問
　
①
新
規
に
、
ま
た
、

継
続
し
て
寄
付
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
新
た
な
取

り
組
み
は
あ
る
か
。

　
②
寄
付
者
が
竜
王
町

に
関
心
を
深
め
、
竜
王
町

へ
訪
れ
て
も
ら
え
る
こ

と
に
つ
な
が
る
よ
う
な

取
り
組
み
は
あ
る
の
か
。

　
③
寄
付
金
は
何
に
使
わ

れ
、
町
民
へ
の
周
知
は
。

答
　
①
返
礼
品
を
対
応
い

た
だ
い
て
い
る
現
在
13
社
の

協
力
事
業
者
に
よ
る
「
ふ
る

新町長の方針と町財政の
　　　健全化に向けた取り組みは

問

個別具体策はタウンミーティングで明らかにする答

問
　
町
長
は
ど
の
よ
う

な
理
念
の
も
と
、
町
政
に

取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

　
ま
た
、
そ
の
た
め
の
町

財
政
の
健
全
化
の
取
り
組

み
は
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
は
、

「
明
る
く
元
気
で
活
力
溢
れ

る
強
い
ま
ち
を
創
る
こ
と
」、

ま
た
、「
次
世
代
に
誇
れ
る

竜
王
町
を
創
る
」、「
こ
の
ま

ち
に
誇
り
を
持
ち
、
次
世
代

に
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぐ
こ

と
が
で
き
る
基
盤
を
つ
く
り

あ
げ
る
こ
と
」
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
町
財
政
健
全
化
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
歳
出
面

問答
ふ
る
さ
と
交
竜
寄
附
制
度
の

さ
ら
な
る
充
実
を

返
礼
品
の
品
目
の
充
実
な
ど

に
取
り
組
む

ふ
る
さ
と
納
税
の
カ
タ
ロ
グ

西田町長の基本となる政策

　山田 義明 議員

さ
と
納
税
協
力
事
業
者
連
絡

会
」
を
８
月
に
開
催
し
、
新

た
な
協
力
事
業
者
の
掘
り
起

こ
し
や
既
存
協
力
事
業
者
に

つ
い
て
は
返
礼
品
の
充
実
を

依
頼
し
た
。
事
務
代
行
業
者

で
は
９
月
か
ら
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ

ス
」
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
11

月
の
カ
タ
ロ
グ
改
定
に
向
け
、

返
礼
品
の
充
実
と
見
せ
方
の

工
夫
を
考
え
て
い
る
。
さ
ら

に
、
一
度
寄
付
い
た
だ
い
た

方
へ
の
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
配

信
を
検
討
中
で
あ
る
。

　
②
返
礼
品
と
し
て
、
送
り

届
け
る
商
品
だ
け
で
な
く
体

験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
に
つ
い
て

も
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
③
寄
付
の
際
に
伺
っ
た
使

途
に
対
す
る
寄
付
者
の
意
向

を
尊
重
し
、
こ
れ
に
沿
っ
た

事
業
の
経
費
に
充
当
す
る
予

定
。
こ
の
よ
う
に
充
当
し
た

結
果
、
元
来
充
当
し
て
い
た

一
般
財
源
が
押
し
出
さ
れ
る

の
で
、
こ
れ
を
ま
ず
は
、
寄

付
者
へ
の
返
礼
品
等
の
経
費

に
充
当
し
、
次
に
、
な
お
余

剰
と
な
る
一
般
財
源
は
予
算

を
重
点
配
分
す
る
事
業
へ
充

当
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
、

中
学
卒
業
ま
で
の
医
療
費
の

無
料
化
の
財
源
と
し
て
い
く
。

　
寄
付
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

決
算
認
定
後
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
広
報
紙
で
情
報
提

供
し
て
い
く
。

に
お
い
て
は
、
事
業
ご
と
に

行
政
課
題
を
明
確
に
し
、
課

題
解
決
の
た
め
の
手
段
と
し

て
最
も
効
果
的
で
効
率
的
か

ど
う
か
を
十
分
検
討
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

補
助
金
の
一
律
削
減
や
行
事

の
２
年
に
一
度
化
等
は
町
の

活
力
を
削
ぐ
と
の
声
も
あ
り
、

慎
重
に
検
討
す
る
。

　
歳
入
面
で
は
、
滋
賀
竜
王

工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
を

推
進
し
、
税
収
の
増
加
に
努

め
、
豊
か
な
農
畜
産
物
を
生

か
し
た
起
業
を
促
し
、
町
の

中
か
ら
も
雇
用
を
生
み
出
し

新
た
な
納
税
者
の
増
加
に
繋

げ
る
。

①
成
長
戦
略
の
策
定
、実
践
・
実
行

② 

教
育・福
祉
医
療
・
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
充
実

③
魅
力
あ
る
農
業
の
創
生

④
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

⑤
高
品
質
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
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問
　
滋
賀
竜
王
工
業
団

地
の
造
成
地
が
高
台
と
な

る
こ
と
か
ら
、
祖
父
川
の

水
害
防
止
に
と
っ
て
新
た

な
問
題
と
し
て
心
配
し
て

い
る
が
そ
の
対
策
は
ど
う

か
。

　
ま
た
、
上
流
の
市
に
は

利
益
を
生
み
出
す
川
が
、

下
流
の
竜
王
町
で
は
リ
ス

ク
を
負
う
よ
う
な
損
得
の

あ
る
近
隣
関
係
で
な
く
、

人
命
と
財
産
を
守
る
政
策

実
現
に
協
働
で
き
る
近
隣

外
交
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
。

答
　
近
年
の
異
常
気
象
と
上

流
域
の
土
地
利
用
と
が
相
ま

っ
て
短
時
間
で
の
水
位
上
昇

を
確
認
し
て
お
り
〝
流
す
対

策
〞
に
よ
る
河
川
水
の
越
水

防
止
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
継
続
的
な
河
床

整
正
と
し
ゅ
ん

せ
つ
、
堤
防
補

強
は
必
要
で
あ

る
。
祖
父
川
下

流
合
流
部
の
日

野
川
の
改
修
に

は
時
間
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、

上
流
の
市
と
連

携
し
て
住
民
の

安
全
を
守
る
取

り
組
み
を
進
め

て
い
く
。

　
ま
た
、
祖
父

川
は
台
風
等
の

豪
雨
時
に
は
急

激
に
水
位
が
上

問
　
公
約
で
は
「
次
世

代
に
誇
れ
る
竜
王
町
を
創

る
」
と
謳
わ
れ
、
５
つ
の

基
本
政
策
を
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。

　
そ
こ
で
、前
町
政
か
ら
、

何
を
継
承
し
、
何
を
変
え

る
の
か
、
何
を
引
き
継
が

な
い
の
か
、
ま
た
新
た
に

取
り
組
む
政
策
は
何
か
。

答
　
緑
あ
ふ
れ
る
自
然
や
文

化
な
ど
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

は
し
っ
か
り
継
承
し
、
閉
塞

感
や
停
滞
感
を
感
じ
る
と
こ

ろ
は
大
胆
に
刷
新
・
改
革
す
る
。

　
新
た
な
町
政
で
大
事
に
す

る
項
目
と
し
て
「
緊
急
・

主
要
課
題
に
は
組
織
横
断
的

前町長の町政からの継承は問

良いところは残し、変えるべきところは
大胆に変える

答

問答

祖
父
川
左
岸
の
高
台
造
成

に
よ
る
水
害
へ
の
影
響
は

継
続
的
な
河
床
整
正
と

　
　
　
　
堤
防
強
化
が
必
要

松浦 　博 議員　

に
、
期
日
を
定
め
た
ス
ピ
ー

デ
ィ
な
対
応
」「
民
間
経
営

感
覚
・
知
見
を
導
入
」「
施

策
・
計
画
の
立
案
に
加
え
、

結
果
・
成
果
を
大
事
に
し
、

そ
の
分
析
を
次
に
生
か
す
」

「
成
果
主
義
と
適
切
な
人
事

考
課
制
度
の
導
入
運
営
」「
責

任
体
制
の
明
確
化
、
緊
張

感
あ
る
事
業
運
営
」「
研
修
、

自
己
啓
発
活
動
に
よ
る
人
材

育
成
」「
専
門
性
の
高
い
職

員
の
育
成
と
高
品
質
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」。

　
現
時
点
で
の
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、
医
療
費
の
中

学
卒
業
ま
で
無
料
化
に
つ
い

て
早
期
に
実
現
し
た
い
。

昇
す
る
河
川
で
あ
る
こ
と
を

上
下
流
域
の
共
通
認
識
と

し
、
降
雨
時
の
水
位
状
況
を

見
極
め
、
水
害
か
ら
人
的
被

害
が
出
な
い
よ
う
、
適
切
な

情
報
の
発
信
・
周
知
を
行

う
。

集落側堤防より高くなった工業団地の用地

親子でいも掘りに向かう幼稚園児ら　
「豊かなまちを、この子たちに」

工業団地用地
岡屋集落側堤防
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問
　
町
長
は
、
公
約
に

掲
げ
た
中
学
卒
業
ま
で
の

通
院
・
入
院
の
無
料
化
を

い
つ
か
ら
実
施
す
る
予
定

か
。

答
　
平
成
28
年
第
４
回
定
例

会
に
お
い
て
条
例
改
正
と
補

正
予
算
を
提
案
し
、
各
機
関

の
シ
ス
テ
ム
改
修
、
受
給
券

の
印
刷
、
申
請
受
付
、
医
療

機
関
へ
の
周
知
な
ど
時
間
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
施
行
は

平
成
29
年
10
月
１
日
を
予
定

し
て
い
る
。

問
　
制
度
を
拡
充
し
、

中
学
卒
業
ま
で
の
無
料
化

を
実
施
し
た
場
合
の
財
政

負
担
は
ど
れ
く
ら
い
増
え

る
の
か
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
を

こ
の
制
度
の
財
源
に
充
て

る
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、

寄
付
金
の
収
入
見
込
み
は
。

答
　
本
年
度
の
寄
付
金
は

８
月
末
現
在
、
4
9
6
件

1
7
7
9
万
４
千
円
で
、
今

年
度
３
月
末
の
見
込
み
は
約

１
億
2
5
0
0
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

問
　
高
齢
者
の
福
祉
対

策
の
費
用
が
増
加
の
一
途

を
た
ど
る
一
方
、
子
育
て

世
代
の
福
祉
の
充
実
は
若

い
世
代
に
町
内
に
住
み
続

け
て
も
ら
う
た
め
に
重
要

で
あ
る
。
法
人
町
民
税
が

急
激
に
落
ち
込
む
中
で
、

ど
の
様
に
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
も
の
に
し
て
い
く
の

か
。

問
　
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
（
学
童
保
育
）
に
つ
い

て
は
、
ま
つ
ぼ
っ
く
り
児

童
ク
ラ
ブ
が
定
員
を
超
過

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

施
設
の
充
実
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
西
っ
子
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
は
、
西
小
学
校
の
空

き
教
室
を
利
用
し
な
が
ら
設

備
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

ま
つ
ぼ
っ
く
り
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
は
い
ず
れ
増
築
を

考
え
て
い
る
が
、
財
源
と
の

絡
み
が
あ
り
慎
重
に
検
討
を

重
ね
て
い
く
。

子どもの医療費助成制度の
拡充は

問

平成29年10月実施の予定答

問答

住
民
福
祉
充
実
施
策
の

町
長
の
考
え
は

福
祉
を
必
要
と
す
る
人
に

対
し
て
平
等
に

古株 克彦 議員　

一輪車乗りを楽しむ子どもたち（まつぼっくり児童クラブ）

答
　
行
政
に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、
住
み
慣
れ
た

竜
王
町
で
い
つ
ま
で
も
健
康

で
、
自
己
の
尊
厳
を
維
持
し

な
が
ら
、
地
域
の
人
々
と
共

に
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
だ

と
考
え
る
。
ま
た
妊
娠
期
か

ら
高
齢
期
に
至
る
ま
で
、
福

祉
を
必
要
と
す
る
人
に
対
し

て
平
等
に
提
供
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
。
福
祉
施

策
は
、
社
会
変
化
と
と
も
に

答
　
推
計
で
は
、
対
象
者

が
1
1
9
4
人
増
え
、
年
間

3
0
1
0
万
円
程
度
増
え
る

と
見
込
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、

各
機
関
の
シ
ス
テ
ム
改
修
に

約
1
1
0
万
円
、
審
査
支
払

事
務
等
の
手
数
料
と
し
て
年

間
約
2
7
0
万
円
そ
の
他
の

諸
経
費
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
需
要
は
多
岐
に
わ
た
り

質
量
と
も
増
大
し
、
平
成
28

年
度
一
般
会
計
に
占
め
る
割

合
は
25.6
％
と
高
く
、
税
負
担

も
増
加
し
て
い
る
が
、
必
要

な
支
援
が
行
え
る
よ
う
財
源

確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。
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問
　
前
期
基
本
計
画
の

評
価
で
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
う
ち
、
定
住
人
口
戦

略
と
し
て
あ
げ
た
８
つ
の

戦
略
に
つ
い
て
具
体
的
な

評
価
が
で
き
て
い
な
い
。

こ
の
点
を
ど
う
考
え
て
後

期
基
本
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
た
の
か
。

　
ま
た
、
人
口
増
へ
の
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

掲
げ
た
未
活
用
資
源
の
活

用
の
各
施
策
（
既
存
住
宅

団
地
の
空
き
区
画
へ
の
誘

導
、
新
規
住
宅
団
地
の
活

用
、
空
き
家
対
策
）
に
つ

い
て
は
、
進
捗
状
況
に
す

ら
触
れ
て
い
な
い
。
今
後

の
施
策
は
。

答
　　
定
住
人
口
戦
略
に
つ

い
て
は
、人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
増
加
に
転
じ
る
た

め
の
施
策
を
位
置
付
け
た
も

の
で
あ
る
。各
戦
略
に
お
い

て
、直
接
何
ら
か
の
指
標
を

用
い
る
な
ど
し
た
数
値
化
に

よ
る
表
現
は
で
き
な
か
っ
た

が
、そ
の
基
本
施
策
に
客
観

統
計
指
標
を
用
い
た
評
価
を

行
い
、そ
の
評
価
を
踏
ま
え

て
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に

当
た
っ
た
。

　
ま
た
、人
口
増
へ
の
具
体

問
　
竜
王
町
で
は
土
砂

災
害
危
険
箇
所
等
に
つ
い

て
地
域
住
民
へ
の
周
知
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
ま
た
、
土
砂
災
害
警
戒

情
報
の
発
表
は
、
い
つ
誰

が
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
。
さ
ら
に
、
指
定
地
域

の
住
民
へ
の
避
難
情
報
は

い
つ
誰
が
決
定
し
発
表
す

る
の
か
。

答
　
平
成
19
年
以
降
に
順

次
、
区
域
が
指
定
・
公
表
さ

れ
、
平
成
26
年
９
月
に
土
砂

災
害
危
険
個
所
等
に
つ
き
、

土砂災害に対する
　　備えと対策は万全か

問

情報の発信、周知に努める答

　森島 芳男 議員　森山 敏夫 議員

問答

目
標
人
口
到
達
の
た
め

の
具
体
的
施
策
は

際
立
っ
た
進
捗
が
な
い
状
況▲第五次竜王町総合計画

台風による鏡山山麓の土石流跡

的
な
取
り
組
み
と
し
て
掲
げ

た
未
活
用
資
源
の
活
用
に
つ

い
て
は
、際
立
っ
た
進
捗
が

な
い
状
況
。

各
施
策
と
も
、困
難
な
課
題

が
山
積
し
て
い
る
。人
口
増

加
へ
の
取
り
組
み
は
、当
町

に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ

り
、行
政
だ
け
で
な
く
、町
民

や
関
係
す
る
団
体
・
企
業
の

協
力
が
重
要
と
認
識
し
て
い

る
。

関
係
自
治
会
へ
の
説
明
を
行

い
、
地
域
住
民
へ
の
周
知
を

お
願
い
し
た
。こ
の
情
報
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
周

知
さ
れ
て
い
る
。

　
土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、

大
雨
警
報
発
表
中
か
つ
２
時

間
先
ま
で
の
予
測
雨
量
を
考

慮
し
た
降
雨
指
標
が
監
視
基

準
に
達
し
た
と
き
、
県
と
彦

根
地
方
気
象
台
が
共
同
で
発

表
す
る
。
避
難
情
報
は
、
緊

急
放
送
に
よ
る
屋
外
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
放
送
を
は
じ
め
各
種

伝
達
手
段
に
よ
り
確
実
に
当

該
地
区
の
住
民
に
伝
達
す

る
。

基本目標 重点プロジェクト
の設定

平成32年度　目標人口　14,000人

そだ きらめ

こうりゅう さと
“ひと”育ち  みんなで煌く

交竜の郷

竜王町の将来像
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問
　
竜
王
町
で
も
人
口

減
少
、
核
家
族
化
、
若
者

の
流
出
な
ど
が
進
む
中
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の

つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
心

配
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

地
域
の
将
来
を
話
し
合
う

問
　
民
生
委
員
児
童
委

員
に
欠
員
が
生
じ
た
り
、

ひ
と
り
の
委
員
の
受
け
持

ち
世
帯
数
に
極
端
な
ば
ら

つ
き
が
あ
る
な
ど
、
結
果

的
に
、
そ
の
委
員
の
活
動

負
担
に
差
が
で
き
、
住
民

に
と
っ
て
は
不
公
平
感
が

あ
る
の
は
良
く
な
い
。 

　
こ
の
課
題
を
解
決
す
る

ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
の

「
協
力
員
」
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

問
　
日
野
川
改
修
に
つ

い
て
の
町
長
の
考
え
は
。

　
堤
防
の
浸
食
・
洗
掘
お

よ
び
浸
透
状
況
と
そ
の
対

応
は
ど
う
か
。

答
　
任
期
中
の
最
重
要
課

題
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
む
。

国
会
議
員
、
県
会
議
員
、
県

幹
部
な
ど
と
の
連
携
を
さ
ら

に
強
化
し
、継
続
し
て
、国
交

日野川堤防は
大丈夫か

問

地域自治コミュニティ
の再生を

問

堤防強化等の対策を
引き続き要望

答

ワークショップで地域
の将来を語り合う

答

問答

民
生
委
員
児
童
委
員

　
　
協
力
員
の
設
置
は

来
年
中
に
結
論
を
出
す

本音が噴出、ワークショップ（弓削地区）

川
底
の
洗
掘
を
防
ぐ
た
め
、護
岸
ブ

ロ
ッ
ク
が
置
か
れ
て
い
る

　内山 英作 議員

答
　
今
後
、
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
と
協
議
を
重

ね
、「
協
力
員
」
の
必
要
性

に
つ
い
て
熟
慮
し
つ
つ
、
受

け
持
ち
世
帯
数
の
改
善
を
図

る
た
め
に
民
生
委
員
児
童
委

員
の
増
員
も
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
、
次
期
の
新
し
い
民

生
委
員
児
童
委
員
の
任
期
開

始
（
本
年
12
月
）
か
ら
一
年

以
内
に
一
定
の
結
論
を
出
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

省
へ
の
働
き
か
け
を
進
め
る
。

　
下
流
部
の
河
川
改
修
が
進

ん
で
き
た
こ
と
か
ら
、
洪
水

時
の
流
速
が
速
ま
っ
て
お
り
、

部
分
的
な
洗
掘
、
浸
食
も
確

認
さ
れ
て
お
り
、
特
に
浸
食

な
ど
に
よ
り
人
的
被
害
が
予

測
さ
れ
る
個
所
に
つ
い
て
は

河
川
管
理
者
に
随
時
、
対
策

を
図
っ
て
も
ら
う
よ
う
依
頼

し
て
い
る
。

こ
と
に
よ
り
地
域
自
治
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
し
て

い
く
こ
と
が
、
現
状
打
開

の
第
一
歩
と
考
え
る
が
、

町
長
の
考
え
は
。

答
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
通
じ
て
、
今
後
の
地
域
の

あ
り
方
に
つ
い
て
語
り
合
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
活
動
が
、
全
町
的
に

広
が
る
よ
う
町
職
員
な
ど
が

出
向
き
、
話
し
合
い
の
場
づ

く
り
や
意
見
を
出
し
や
す
い

雰
囲
気
づ
く
り
な
ど
、
地
域

役
員
の
負
担
軽
減
等
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

民生委員児童委員は、
住民の立場にたって
まちの福祉を担う
ボランティアです。
身近な相談相手です。

こ
の
ほ
か
に
、
次
の
質
問
も
し
ま
し
た
。

・
健
康
で
ま
ち
づ
く
り
を

・
新
幹
線
「
京
都
〜
米
原
」
間
に
新
駅
を
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問
　
町
内
に
点
在
し
て

い
る
町
有
地
を
有
効
に
活

用
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

特
に
須
惠
地
先
な
ら
び
に

町
道
小
口
八
重
谷
線
沿
い

の
小
口
地
先
町
有
地
、
国

道
４
７
７
号
沿
い
の
小
口

地
先
町
有
地
の
今
後
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
　
須
惠
地
先
の
町
有
地
に

つ
い
て
は
、
子
育
て
世
代
を

呼
び
込
む
上
で
適
性
の
高
い

土
地
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
土
地
の
利
用
を
図
る

う
え
で
必
要
と
な
る
地
積
の

確
定
等
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
お
り
、
具
体
的
な
住
宅

整
備
の
誘
導
と
あ
わ
せ
、
鋭

意
取
り
組
ん
で
行
く
。

　
町
道
小
口
八
重
谷
線
沿
い

お
よ
び
国
道
４
７
７
号
沿

い
小
口
地
先
町
有
地
に
つ
い

て
は
、
双
方
と
も
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
が
な
い
。
特
に
、
国

道
４
７
７
号
沿
い
の
町
有
地

へ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い

て
は
、
竜
王
Ｉ
Ｃ
南
交
差
点

の
橋
梁
お
よ
び
名
神
高
速
道

路
の
横
断
を
伴
う
こ
と
か
ら

多
額
の
投
資
が
必
要
と
な
る
。

問答

町
有
地
の
有
効
活
用
は

適
正
に
応
じ
て
町
有
地
の
活
用
を
図
る

問
　
第
五
次
竜
王
町
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

中
に
、「
総
務
省
か
ら
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
あ
る
が
、
現
在
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

貴多 正幸 議員　

答
　
昨
年
度
に
町
が
保
有
す

る
公
共
施
設
等
の
現
状
把
握

を
行
い
、
施
設
等
の
整
備
時

期
や
規
模
、
改
修
履
歴
等
に

つ
い
て
整
理
を
行
っ
た
。
本

年
度
は
、
整
理
し
た
結
果
を

も
と
に
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
策
定
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

公共施設の
　　　今後は

問

管理計画を本年度中
に策定予定

答

学校給食センター

土
地
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

投
資
効
果
を
十
分
に
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
町
と
し

て
は
、
産
業
拠
点
と
し
て
町

の
活
性
化
に
結
び
付
け
た
い

と
考
え
る
。

老朽化が進む町内公共施設（一例）とその建築年
＊公民館 別館　１９７１年 ＊竜王小学校　１９７１年
＊学校給食センター　１９７９年 
＊竜王南部地区防災センター（岡屋）１９７２年
＊総合庁舎　１９８２年 ＊上下水道管や町道なども……

竜王インターチェンジ

名神高速道路

町道小口八重谷線沿い町有地
（約35,000㎡）

須惠・西川にまたがる町有地
（約7,706㎡）

国道477号沿い町有地
（約58,800㎡）

　国や地方公共団体が保有する公共施設（学
校・庁舎・公民館・道路・上下水道など）は、
高度経済成長期以降の急激な人口増加と社会の
変化に対応するため整備されたものが多く、近
年その老朽化対策が全国的にも大きな課題と
なっています。
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問
　
国
保
税
に
お
い
て

も
滞
納
が
依
然
と
し
て

多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
原
因
は
高
す
ぎ
る

国
保
税
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
保
険
者
支
援
制

度
や
、
国
保
基
金
を
使
っ

て
引
き
下
げ
が
で
き
な

い
か
。

問
　
農
業
の
六
次
産
業

化
の
具
体
策
は
何
か
。
ま

た
農
業
委
員
会
法
改
正

に
つ
い
て
、
町
農
業
委
員

会
の
提
言
に
基
づ
き
対

応
を
行
っ
て
い
る
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

に
加
え
、
学
校
な
ど
他
の
機

関
と
連
携
し
開
発
を
行
う
こ

と
や
、
農
産
物
と
畜
産
物
を

組
み
合
わ
せ
た
商
品
開
発
を

推
進
し
た
い
。
ま
た
、
本
町

は
果
樹
狩
り
の
観
光
客
も
多

い
が
、
今
後
は
果
樹
だ
け
で

な
く
野
菜
等
の
観
光
農
園
の

拡
大
も
推
進
し
た
い
。

　
農
業
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
機
能
が
継
続
し
て
行

わ
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

国保税の
　引き下げを

問

農業の六次産業化・
農業委員会法改正は

問

引き下げの予定はない答

野菜などの観光農園の拡大を推進答

問
　
今
年
度
よ
り
開
始

さ
れ
た
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
で
今

ま
で
と
変
わ
る
点
は
何
か
。

答
　
当
町
に
お
い
て
は
、
制

度
移
行
前
の
介
護
予
防
訪
問

介
護
に
相
当
す
る
訪
問
型
サ

ー
ビ
ス
、
制
度
移
行
前
の
介

護
予
防
通
所
介
護
に
相
当
す

る
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
。
ま
た
、
新
規
の
取
り

組
み
と
し
て
、
入
浴
支
援
の

問
答

介
護
保
険
総
合
事
業
で

何
が
変
わ
っ
た
の
か

サ
ー
ビ
ス
内
容
は

　
　
変
わ
り
ま
せ
ん

若井 猛志 議員　

農地の現地視察

特定健診受診率の推移（法定報告値）

必
要
が
な
い
方
を
対
象
と
し

た
、
送
迎
付
の
半
日
タ
イ
プ

の
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
。

　
さ
ら
に
、
新
た
に
N
P
O
、

民
間
事
業
者
な
ら
び
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
の
多
様

な
主
体
を
活
用
し
て
、
高
齢

者
を
支
え
る
仕
組
み
を
つ
く

っ
て
い
く
。
ま
た
、
高
齢
者

が
支
え
手
側
に
な
る
こ
と
も

想
定
し
、
地
域
の
支
え
合
い

体
制
づ
く
り
を
目
指
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
次
の
質
問
も
し
ま
し
た
。

・
子
ど
も
の
医
療
費
を

　
中
学
卒
業
ま
で
無
料
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て

答
　
国
保
事
業
の
大
半
は
医

療
費
で
あ
り
、
当
町
に
お
い

て
も
保
険
給
付
費
は
、
年
々

増
加
し
て
い
る
。
保
険
者
支

援
制
度
の
拡
充
に
よ
り
保
険

税
率
を
上
げ
ず
に
据
え
置
い

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
国
保
基
金
に
つ
い
て
は
、

医
療
費
の
急
騰
な
ど
財
源
不

足
に
備
え
積
み
立
て
す
る
も

の
で
、
今
後
と
も
保
有
し
て

い
く
。

60

50

40

30

20

10

0
20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 （年度）

（％）

竜王町

35.4％

27.１％ 28.3％

46.2％ 48.8％
46.2％

28.4％
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交通弱者対策は問
広く意見を聞き再検討する答

問
　
町
長
が
表
明
さ
れ

た
基
本
施
策
に
つ
い
て
、

人
口
増
加
の
た
め
の
住
宅

地
整
備
を
進
め
る
策
は
何

か
。
ま
た
、
専
門
性
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
具
体

的
な
考
え
方
は
。

問
　
車
に
乗
る
こ
と
の

で
き
な
い
高
齢
者
の
通

院
・
買
い
物
の
施
策
は
。

答
　
移
動
手
段
を
持
た
な
い

方
の
暮
ら
し
へ
の
不
安
の
声

は
多
く
、
こ
う
し
た
方
々
の

移
動
手
段
の
充
実
は
不
可
欠

で
あ
る
。

　
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促

進
と
も
合
わ
せ
改
め
て
を
検
討

す
る
。

町長の所信表明
について問う

問

行政サービス全体の
向上に努める

答

問答

災
害
時
避
難
所
の
耐
震
強
化
は

耐
震
診
断
・
改
修
の
有
無
の

把
握
は
で
き
て
い
な
い

小西 久次 議員　

歩いて通院する高齢者

整備を待つ庁舎周辺

耐震工事を待つ集落の公民館

答
　
住
宅
地
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
現
行
制
度
に
お
い
て
実

現
が
難
し
い
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
が
、
特
に
総
合
庁
舎
周
辺

は
魅
力
的
な
地
域
で
も
あ
り
、

国
や
県
に
働
き
か
け
を
続
け
実

現
へ
の
可
能
性
を
探
り
、
制
度

の
見
直
し
等
変
化
を
見
逃
さ
ず

実
現
に
向
け
努
力
す
る
。

　
適
材
適
所
の
人
事
配
置
・
人

材
育
成
な
ど
に
よ
り
職
員
の
能

力
向
上
を
図
り
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
次
の
質
問
も
し
ま
し
た
。

・
学
校
施
設
の
管
理
は

問
　
地
震
災
害
時
の
一

時
避
難
所
47
箇
所
の
う

ち
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
集

落
の
公
民
館
等
で
あ
り
、

狭
所
・
耐
震
が
不
十
分
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
耐

震
強
化
の
手
立
て
は
ど
う

か
。
ま
た
集
落
単
位
で
の

避
難
計
画
等
の
樹
立
と
意

識
向
上
の
た
め
の
連
携
指

導
に
つ
い
て
は
。

答
　
建
物
の
耐
震
性
で
は
昭

和
56
年
５
月
以
前
の
耐
震
基

準
に
よ
る
避
難
所
も
散
見
さ

れ
る
が
、
こ
れ
ら
建
物
の
耐

震
診
断
・
改
修
の
有
無
の
把

握
は
で
き
て
い
な
い
。
県
で

は
自
治
会
な
ど
の
集
会
所
な

ど
に
対
し
て
は
、
耐
震
性
確

保
の
た
め
の
経
費
と
し
て
交

付
金
措
置
が
あ
る
が
、
町
の

財
政
負
担
も
伴
う
制
度
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
今
後
、
そ

の
適
用
に
つ
い
て
研
究
を
行

っ
て
い
く
。

　
防
災
意
識
の
連
携
指
導
は

重
要
で
あ
り
、
各
自
治
会
で

の
自
主
防
災
訓
練
に
よ
る
評

価
と
検
討
を
重
ね
る
こ
と
が

地
域
に
な
じ
む
避
難
計
画
の

樹
立
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。
町
に
お
い
て
も
消
防

防
災
推
進
員
を
配
置
し
防
災

教
育
や
訓
練
指
導
な
ど
を
行

っ
て
き
て
お
り
、引
き
続
き
、

地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
や
情
報

提
供
の
支
援
を
行
っ
て
い

く
。
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問
　
平
成
29
年
３
月
に

完
成
予
定
と
な
っ
て
い
る

工
業
団
地
７
区
画
の
う
ち

１
区
画
に
お
い
て
は
、
進

出
企
業
が
決
ま
っ
て
い
る

が
、
あ
と
６
区
画
に
つ
い

て
は
早
期
の
企
業
誘
致
が

必
要
と
考
え
る
。町
長
は
、

「
企
業
ト
ッ
プ
等
人
脈
を

活
用
す
る
、
経
験
を
活
か

す
、
ま
た
自
ら
動
く
、
ま

わ
り
を
動
か
す
」
と
話
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
さ
れ

る
の
か
。

答
　
企
業
誘
致
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
つ
い
て
は
、
県
、
公

社
幹
部
と
の
人
脈
、
関
西
の

主
要
企
業
ト
ッ
プ
、
幹
部
へ

の
直
接
折
衝
や
、
土
地
情
報

に
詳
し
い
民
間
時
代
の
取
引

先
金
融
機
関
、
不
動
産
系
企

業
と
の
パ
イ
プ
が
あ
る
の
で

紹
介
斡
旋
の
依
頼
を
行
っ
て

問
　
Ｉ
Ｂ
Ｍ
グ
ラ
ウ
ン

ド
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
長
期
に
わ
た
り
進
捗

が
見
ら
れ
な
い
状
態
で
あ

り
、
早
期
に
解
決
す
べ
き

だ
と
思
う
が
、
現
状
を
ど

の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い

る
か
。
早
期
活
用
に
向
け

た
町
長
の
考
え
は
。

答
　
当
該
地
に
つ
い
て
は
、

本
町
と
し
て
住
宅
施
策
を
進

め
る
た
め
、平
成
22
年
に
住

宅
地
を
形
成
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
た
竜
王
町
松
陽
台
地

区
都
市
計
画
決
定
を
行
っ
た
。

以
降
、町
と
し
て
住
宅
地
開

IBMグラウンド跡地の状況は問

少しでも早く住宅地整備の実現を答

問
答
滋
賀
竜
王
工
業
団
地
の
企
業
誘
致
は

ト
ッ
プ
自
ら
、
誘
致
活
動
の
先
頭
に
た
つ

森島 芳男 議員　

い
く
。
さ
ら
に
、
経
済
関

係
の
各
種
団
体
を
活
用
し

た
誘
致
活
動
を
行
う
。
県

と
協
働
し
、
優
良
企
業
に

発
を
進
め
る
方
針
は
変
わ
っ

て
い
な
い
が
、開
発
事
業
者

の
都
合
に
よ
り
事
業
着
手
さ

れ
な
い
、ま
た
、不
動
産
売
買

契
約
が
契
約
不
履
行
に
よ
り

解
除
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、今

日
の
状
況
に
至
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。８
月
に
は
、土

地
所
有
者
の
本
社
に
出
向
き

事
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
頂
く
よ
う
強
く
要
望
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
手
法
を

模
索
し
早
期
に
住
宅
整
備
が

実
現
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

完成が近づく滋賀竜王工業団地（7月末の進捗状況）

都市計画予定地

き
て
も
ら
え
る
よ
う
人
脈
を

駆
使
し
ト
ッ
プ
自
ら
誘
致
活

動
の
先
頭
に
た
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

5号地

6号地
7号地

3号地

1号地

4号地

2号地

済町道岡屋仁殿線

町道谷川線

町道仁殿線

1号調整池
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問
　
商
工
会
の
位
置
づ

け
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
　
小
規
模
事
業
者
に
対
す

る
「
経
営
改
善
普
及
事
業
」

と
し
て
、
き
め
細
や
か
な
巡

回
や
窓
口
指
導
・
支
援
等
、

あ
わ
せ
て
経
済
振
興
の
発
展

を
図
る
た
め
の
「
地
域
総
合

振
興
事
業
」
と
し
て
、
い
き

い
き
宅
配
便
事
業
や
竜
王
町

産
業
フ
ェ
ア
の
企
画
運
営
へ

の
主
体
的
な
取
り
組
み
、
起

業
家
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
仲
介

な
ど
各
種
事
業
に
も
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
行

政
も
商
工
会
へ
の
支
援
を
し

て
い
く
中
で
、
町
内
の
商
工

業
の
振
興
、
町
の
経
済
発
展

に
繋
げ
て
い
く
。

今後の地元企業の育成は問

若者定住、子育てしやすい
住宅整備を

問

商工会への支援を通して取り組む答

住宅建設可能箇所を絞り込む答
　森島 芳男 議員　岡山 富男 議員

問答

通
学
バ
ス
業
務
委
託
料
の

値
上
が
り
は

現
状
の
1.7
倍
に

問
　
町
長
が
考
え
る
若

者
定
住
、
子
育
て
し
や
す

い
住
宅
整
備
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
若
者
が
求
め
る
新
た
な

住
宅
地
等
の
提
供
の
た
め
土

地
の
有
効
活
用
を
進
め
る
と

と
も
に
、
子
育
て
と
仕
事
と

の
両
立
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

保
育
環
境
や
雇
用
環
境
、
子

ど
も
の
教
育
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
が
定
住
へ
と
繋
が
る

も
の
と
考
え
る
。
住
宅
建
設

可
能
箇
所
を
絞
り
込
む
中
で

の
住
宅
環
境
の
整
備
と
合
わ

せ
、
保
育
環
境
、
雇
用
環
境
、

教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問
　
来
年
度
、
通
学
バ

ス
委
託
料
は
ど
れ
ぐ
ら
い

値
上
が
り
を
す
る
の
か
。

値
上
が
り
に
対
し
て
、
財

源
は
ど
う
す
る
の
か
。
ま

た
、
値
上
が
り
分
に
対
し

て
保
護
者
の
負
担
は
ど
れ

く
ら
い
増
え
る
の
か
。

答
　
従
来
同
様
の
利
用

を
継
続
し
た
場
合
、
年
間

約
３
０
０
０
万
円
と
な
り

現
状
の
約
１.７
倍
で
、
約

１
２
０
０
万
円
値
上
が
り
が

見
込
ま
れ
る
。
運
行
に
か
か

る
費
用
を
で
き
る
限
り
抑
制

す
る
こ
と
で
、
必
要
な
全
体

額
を
お
さ
え
る
。そ
の
上
で
、

保
護
者
負
担
額
の
増
加
の
軽

減
に
も
配
慮
し
て
い
く
。

町商工会の事務所がある商工会館

運行中の通学バス

鵜川町有地（4,837㎡）

　平成24年４月に発生した高速バス事故等に
より、国土交通省は、低賃金・過重労働の貸切バ
ス労働環境の改善を図り、安全性向上への取
組の一環として、その運賃制度の抜本的見直し
を行い、平成26年４月から実施しました。
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問
　
町
長
は
、「
魅
力
あ

る
豊
か
な
成
長
す
る
竜
王

町
を
創
り
ま
す
」
と
の
信

念
を
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
こ

と
を
実
行
さ
れ
る
の
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
構
築
し
て
き

た
人
脈
を
活
用
し
、
企
業
誘

致
の
促
進
や
日
野
川
河
川
改

修
、
そ
の
他
の
主
要
課
題
に

取
り
組
む
。
地
方
創
生
関
連

新町政の具体的な
　　　　取り組み方は

問

人脈を生かして各種施策を実行する答
菱田 三男 議員

「
近
江
牛
発
祥
の
地
」
を

宣
言
で
き
な
い
か
？

（
平
成
28
年
第
1
回
定
例
会
一
般
質
問
よ
り
）

問
　
郷
土
の
誇
り
と
自
信

を
持
っ
て
、
全
国
に
「
近

江
牛
（
う
し
）
発
祥
の
地
」

を
宣
言
し
て
は
ど
う
か
。

答
　「
竜
王
の
近
江
牛
」
の

歴
史
や
文
化
に
付
加
価
値

を
加
え
て
効
果
的
に

発
信
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…

そ
の
後

　
９
月
に
、
近
江
牛

を
基
軸
に
町
の
特

産
品
や
歴
史
、
文
化

な
ど
の
町
内
資
源

を
「
ス
キ
ヤ
キ
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

で
総
結
集
さ
せ
、
ま

ち
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
『
竜
王

町
ま
る
ご
と
「
ス

キ
ヤ
キ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
去
る
10
月
２
日
に

開
催
さ
れ
た
、
竜
王
町
産

業
フ
ェ
ア
で
、
竜
王
町
が

「
近
江
牛
発
祥
の
地
」
で
あ

る
こ
と
が
西
田
町
長
に
よ

り
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

世界に誇れる近江牛の発祥の地を宣言

予
算
に
お
い
て
も
、
い
ち
早

い
情
報
収
集
に
も
と
づ
き
創

意
工
夫
し
、
他
の
自
治
体
に

先
駆
け
企
画
立
案
、
プ
レ
ゼ

ン
し
、
交
付
金
、
助
成
金
な

ど
財
政
支
援
を
得
て
い
く
こ

と
で
、
町
に
と
っ
て
有
効
な

施
策
を
実
行
し
て
い
く
。
ま

た
、
必
要
に
応
じ
て
コ
ン
サ

ル
や
行
政
経
験
者
等
外
部
人

材
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

追跡
!!  あの一般質問は
その後どうなった？？

議
員
の
質
問
に
、当
局
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
追
跡
し
て
み
ま
し
た
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　この夏、四年に
一度のオリンピッ
クが終わりました。
スポーツは感動と
興奮が私達にエネ
ルギーを与えてく
れると感じます。
今回のオリンピッ
クで特に感じたこ
とは、活躍する多
くの選手が幼い頃
からその競技を始
め、打ち込んでき
たということです。

それほどに幼少期から取り組むことが大事なんだ
なぁと思いました。
　私は小学１年生の頃から24歳まで陸上（長距
離）をやってました。高校生の頃をピークにその
後は故障に苦しみ引退しましたが、世界で戦うこ

とを経験し、その競技生活はとても素晴らしい記
憶となり残っています。
　また、そのためには環境もとても大事だと思い
ますが、ここ竜王にはドラゴンハットという素晴
らしいスポーツ施設があるほか、希望が丘文化公
園も近く、環境がとても良いところだと思います。
その環境を生かし、ぜひ幼少期から様々なスポー
ツに取り組む子ども達が増え、このまちからオリ
ンピック選手が誕生すればいいなぁと願っていま
す。また将来、一生懸命に打ち込んだ日々が、素
晴らしい記憶となって残ると信じています。

幼少期からスポーツに取り組む大切さ

山
梨
県
昭
和
町
議
会
へ
…

　
当
委
員
会
は
去
る
７
月
に
、
広

報
編
集
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
全

国
で
も
最
優
秀
賞
等
高
い
レ
ベ
ル

を
長
年
維
持
さ
れ
て
い
る
山
梨
県

昭
和
町
議
会
を
訪
れ
、
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。

■
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

・ 

「
議
会
広
報
発
行
に
関
す
る
条

例
」
と
「
編
集
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
基
づ
い
て
編
集
す
る
こ
と
に

よ
り
、
委
員
が
替
わ
っ
て
も
ス

ム
ー
ズ
に
作
成
し
、
高
い
レ
ベ

ル
が
維
持
で
き
て
い
る
。

・ 

町
民
か
ら
の
提
言
を
取
り
入
れ
、

親
し
み
の
あ
る
も
の
に
し
て
い

く
と
い
う
姿
勢
。

・ 

地
域
住
民
と
の
懇
談
、
区
長
と

の
意
見
交
換
会
、
議
会
モ
ニ
タ

ー
制
度
な
ど
議
会
改
革
に
熱
心

に
取
り
組
ま
れ
開
か
れ
た
議
会

で
あ
る
こ
と
が
紙
面
の
充
実
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

・ 

一
般
質
問
で
質
問
さ
れ
た
内
容

が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
町
政
に

反
映
さ
れ
た
か
を
追
跡
し
た
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
こ
と
で
、

議
会
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、

議
会
の
存
在
感
の
ア
ピ
ー
ル
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

■
研
修
成
果
を
踏
ま
え
て

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
か
ら
学
ん

だ
こ
と
を
一
つ
ず
つ
実
際
の
編
集

で
実
践
し
て
い
く
と
と
も
に
、
編

集
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
向
け
て

も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

編
集
後
記

「伝わる」広
報の作り方を

伝授して下
さい！

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　 

委
員
長
　
森
山
　
敏
夫

　 

副
委
員
長
　
森
島
　
芳
男

　 

委
　
　
員
　
内
山
　
英
作

　 

委
　
　
員
　
松
浦
　
　
博

　 

委
　
　
員
　
山
田
　
義
明

　 

委
　
　
員
　
岡
山
　
富
男

・3000m 8分56秒49
日本高校記録
　（1999年9月26日～2005年10月13日迄）
日本ジュニア記録
　（1999年9月26日～2001年10月13日迄）

　※ジュニアは20歳未満
・全国インターハイ3000m 優勝（9分04秒74）1999年
・くまもと国体 3000m 優勝（8分57秒64）1999年
・世界クロスカントリー選手権 ジュニア女子 6km
　日本代表 団体3位 1999年、2001年

澤さんの記録！

20りゅうおう
議会だよりNo.177




